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研究成果概要 

我々の研究目的は，大型ミューオンテレスコープを用いて銀河宇宙線の強度変動の異方性を観測し，

太陽風プラズマと惑星間空間磁場(IMF)の諸現象を解明して，宇宙天気予報に寄与することである． 

平成 18 年度までの解析により,藤本，長島ら(1992)が報告したフォーブッシュ減少に先行して起きる

プリカーサー減少の成因は，磁気雲前面に生じた衝撃波により生じた磁力線の方向に対するロスコーン

効果により，その方向の宇宙線が一時的に減少すると考えられることが確実となった．また，ロスコー

ン型の異方性が予想された IMF 方向に出現することが，インド・ウーティと明野観測所のミューオン

テレスコープの 2カ所で同時に観測された観測データの解析により確認された．これらの一連の解析で，

CMEの到着時間の約 5時間～24時間前にプリカーサー減少が観測され，7例（約 35%）については異

方性と IMF の方向に非常に高い相関がみられることが判明した．また，プリカーサー減少の強度とそ

れに続くフォーブッシュ減少の強度の間にも相関が認められた．さらに，これまでの解析から，ロスコ

ーン型の異方性が通常の日の宇宙線強度変動にも見られることがあることが判明したので，宇宙天気予

報を行うためには，これらの現象のより詳しい解析が必要であると考えられる． 

我々は，明野観測所に設置されていた AGASA実験のミューオン検出装置として使用されていたM1，

M5，M8の 3つのステーションの比例計数管を再利用し，ミューオンテレスコープを構築した．この装

置と，インド・ウーティで行われている GRAPES-3 実験装置のミューオンテレスコープを連動してデ

ータを収集しようとしている．しかし，明野のミューオンテレスコープは，(1) 20年以上前に設置した

比例計数管を使用しており老朽化していること，(2) 落雷に起因する停電によって，検出系及び記録系

電子回路の大半が破損したこと，(3) データ記録用コンピュータの経年劣化による不調等により，デー

タが安定して収集できる状態にあるとは言えない． 

そこで，平成 20年度には，信号検出回路のコンデンサーの交換を行い，まず，M8を再稼動させた．

平成 21 年度には，前年度に未了であった作業を実施すると共に，データ収集系のネットワークを更新

し，M5の再稼働に漕ぎ着けた．その後，M5のデータ記録用コンピュータが故障したので，平成 22年

度には，そのコンピュータの更新と，比例計数管の特性測定を実施した．今後は残りのM1ステーショ

ンも再稼動させ、活発化し始めた太陽活動によるフレアの発生と，それに伴うフォーブッシュ減少等の

宇宙線強度変動のイベントの観測に備えたい． 

なお，本年 2月 15日には，今太陽活動周期で初めての大規模な太陽フレアが発生したが，M5やM8

のミューオンテレスコープでは，顕著なフォルブッシュ減少は観測されなかった． 
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